
 

熊本洋学校 ◇印は反熊本バンド派 
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肥後医学 

徳富蘇峰が 1880 年に同志社英学校を退学して家

族が住んでいた熊本県飽託郡大江村（後の熊本市大

江）に戻った後、1882 年 3 月に自宅で開いた私塾。 
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熊本バンド： L.L.ジェーンズの影響

を受けてキリスト教に入信した青

年たちをいう。 
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• 初代校長 - 海老名弾正（第 8 代同志社総長） 

• 2 代 - 蔵原惟郭（元衆議院議員） 
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明治維新後、佐賀藩が蒸気機関の開発、薩摩藩が溶鉱炉の製造と西洋式産業の育成で近代化を図ったのに対し、熊

本藩は教育での近代化を目指しました。その一環としてつくられたのが「古城医学校」と「熊本洋学校」でした。 

熊本洋学校には米国の退役軍人ジェーンズが、古城医学校にはオランダ人軍医マンスフェルトが招かれました。 
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